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研究成果の概要（和文）：日本古代の葬歌や挽歌は、『魏志倭人伝』に記録された喪葬儀礼の「哭泣」、「歌
舞」の中から直接誕生するのではない。そうではなくて、古代中国の喪葬儀礼が周縁地域に波及し、それぞれの
地域状況の中で葬送儀礼が形作られるなかに誕生した、言語表現の一つの様式である。本研究はことを、東アジ
ア地域の喪葬儀礼の具体的な調査を踏まえて明らかにしようとした。
その結果、古代中国の『儀礼』に記された諸儀礼が、中国西南部に暮らすモソ人やイ族、リス族をはじめとする
いくつもの少数民族の喪葬儀礼に見られることが明らかになった。また、これにかかわる喪葬歌が、それぞれの
地域の歌文化のなかに展開している様子も具体的に明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Ancient Japanese funerary songs and Banka did not emerge directly from the "
wailing" and "singing and dancing" of the mourning and funerary rites recorded in the "
Wei-Shi-Wa-jin-Den."  On the contrary, they are a forme of linguistic expression that emerged as 
ancient Chinese mourning and funerary rites spread to the surrounding regions, and funerary rites 
took shape in the context of each region.  This study attempted to clarify this fact based on a 
specific survey of mourning and funerary rites in East Asia.
As a result, it became clear that the rituals described in "Yi li" of ancient China were found in 
the mourning and funerary rites of several ethnic minorities in southwestern China, including the 
Moso, Yi, and Lisu.  It also became clear how the mourning songs related to these rites developed in
 the song culture of each region.

研究分野： 日本古代文学

キーワード： 喪葬儀礼　殯　中国少数民族　挽歌　リス族
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研究成果の学術的意義や社会的意義
魏志倭人伝に記されるような古代日本の喪葬儀礼は、日本という地域の中で誕生したのではなく、中国の影響を
その周縁に暮らす諸民族が強く受け、それぞれの地域の文化のなかで変容させていったものである。本研究はこ
ういう様相を、日本地域だけではなく、中国西南部に暮らす少数民族の喪葬儀礼の中に捉えようとしたものであ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本古代の葬歌や挽歌の成立を考える際、大化の薄葬令以前の喪葬儀礼における殯のあり方や、
その空間で唱えられたり歌われたりしたはずの言語表現を明らかにすることが必要になる。し
かし、『魏志倭人伝』を始めとして、「哭泣」「歌舞」とは記されるものの、それがどのようなも
のであったのかはわからない状況であった。また、それが『日本書紀』や『万葉集』とどうかか
わるのかについては、ほとんど道筋が見えない状況であり、中国の挽歌の影響を受けて初めて、
日本において死に関する歌が始まったという説などがあった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、古代日本（倭）の喪葬儀礼として記された「哭泣」「歌舞」が、『儀礼』や『礼記』に
記された古代中国の殯における言語表現の、その周縁地域における地域的変容の一つの形であ
ると考え、このことを東アジアの諸地域に暮らす民族の喪葬儀礼の調査から明らかにしたいと
考えた。特に殯における言語表現は、古代中国の儀式書にもその内容が具体的に記されることは
なく、むしろ周辺諸民族の喪葬儀礼の中に変容した姿として残っているのである。こうした東ア
ジア的な規模で、その一地域である古代日本の喪葬儀礼にかかわる歌を捉える道筋を探ろうと
いうのが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究はまず、古代中国の儀式書などを精読することによって、殯における言語表現のあり方を
押さえたうえで、その変容した儀礼や所作、言語表現が周縁に暮らす諸民族の殯儀礼にどのよう
に表われるのかを具体的に調査することとした。ただし、新型コロナの蔓延という状況の中、中
国に出向いての調査は断念せざるをえなくなった。そのため、これまで調査されてきた少数民族
の喪葬儀礼に関する文献資料、またこれまで私たちが現場で調査した喪葬儀礼の記録、特に 1997
年、98 年に行なったリス族の喪葬儀礼の記録を資料化することとした。資料はテープ起こしか
ら始まり、音声記号、逐語訳、中国語訳、日本語訳を付す形で行なった。 
 
４．研究成果 
その結果、『儀礼』や『礼記』に記された、死の直後に行なわれる「復」という魂呼びの儀礼、

殯儀礼における哭やそれに伴う雀踊などの特徴的な歌舞、また、殯において堂上に穴を掘って遺
体を一次的に安置する方法、また「尸」という依りましに死者（祖先）を憑依させ祖霊化する方
法などが、部分的にではあるが、かなり広く中国西南少数民族の喪葬儀礼に見られることが明ら
かになった。今後、それらがそれぞれの地域でどのような契機によって変容したのかについての
個別の研究の積み重ねが必要とされる。 
さらに、言語表現に着目すると、喪葬儀礼では死者を死者の世界に送る（連れて行く）送魂の

方向性（送魂ベクトル）を持つ歌と、それに抗して死者を引き留めようとする招魂の方向性を持
つ歌（招魂ベクトル）が拮抗し、最終的に送魂ベクトルの力が上回って死者を死者の世界に移行
させるという大きな歌の流れ（ストーリー）が明らかになった。 
その際、呪的職能者（歌い手）は、死者の立場に立ったり、近親者の立場に立ったり、喪葬儀

礼を主宰する呪的職能者自身の立場に立ったりして歌うが、そのありようは一通りではない。例
えば、同じく死者の立場に立った場合でも、死者が死者の世界に行きたいと歌う民族もあれば、
逆に行きたくないと歌う民族もある。前者は死者が独詠的に歌うものであり、朝鮮半島の挽歌
（実際に棺を墓地まで担いでいく途中に歌う）で歌われ、死者は徐々に自分自身で死を納得して、
仕方がないと諦めるようにストーリーが作られている。一方、後者は中国西南部に暮らすリス族
のものだが、死者（の立場に立った呪的職能者）と、死者を死者の世界に行かせまいとする近親
者（の立場に立った呪的職能者）の歌掛け（交互唱）によって歌われ、最終的に死者が死者の世
界に近づいたところで、生者は諦め、こちらの世界に戻ってくる。 
死者が送魂ベクトルと招魂ベクトルの拮抗を経て最終的に死者の世界に行くというストーリ

ーは共通するものの、こうした違いを生むのは、その地域の歌文化のありようによっているだろ
う。朝鮮半島では歌掛けは、男女のものを含めてほとんど行われていない。一方、リス族は歌垣
を初め、さまざまな場面で歌掛けをしている。古代中国の喪葬儀礼における歌がどのようなもの
であったかは、資料がなく不明としか言いようがないが、それがそれぞれの地域で、地域の歌文
化とのありように従って変容していったということは考えられてよいだろう。 
こうしたありかたをモデルとすれば、まず、古代日本には『魏志倭人伝』に記されたような日

本独自の喪葬にかかわる歌があったというところから出発するのは間違っている。そうではな
くて、『魏志倭人伝』が、倭人の禊を本土の「練衣」のようなものだと説明するように、基本的
には古代中国の喪葬儀礼との影響を受け、それが日本地域の文化のなかで変容したものと捉え
るところから出発すべきものと思われる。 
となれば、5、6 世紀ごろに中国から喪葬儀礼が入ってきた際に、それまでの喪葬歌が捨てら

れた、あるいは、それ以前に日本に喪葬歌はなかったという説は再考せざるを得なくなるだろう。



かなり早くから、中国の喪葬儀礼は周縁各地にさまざまな形で流入し、その地方の文化に沿って
変容していった。それは、東アジアを覆うダイナミックな運動であり、その運動は実は火葬が取
り入れられる現代の中国の葬儀にまで続く。そういうダイナミックで地域的な変容の一つとし
て、『魏志倭人伝』に記された「哭」や「歌舞」はあり、またその一つとして、『日本書紀』など
に残された葬歌や、抒情的な悲歌や、『万葉集』に残された挽歌があるということだろう。 
以上の成果は、個々の論文にも断片的に記されているが、まとまったものとしては、研究代表

者（遠藤）による、リス族喪葬歌の資料と分析をまとめた『歌掛けのアジア 雲南省リス族の歌
掛けと日本古代文学』として公刊した。 
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